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センター教員・共同研究論考

コロナ禍の学生経験を把握するための調査設計に向けて 
―コロナ禍で行われた学生調査項目の整理を通じて―

中西　勝彦・勝間　理沙・佐藤　万知
（京都大学高等教育研究開発推進センター）

2020 年 4月以降、新型コロナウイルス感染症予防の一環として、多くの大学がキャンパスの閉鎖、授業
のオンライン化、課外活動等の中止などを実施し、学生は通常とは異なる学生生活を経験することとなった。
「withコロナ」の生活が長期化する中、これらの学生経験が今後の学生生活や卒業後の生活にどのような
影響を及ぼす可能性があるのかが問われるべきであろう。そこで本稿では、コロナ禍の学生経験を把握する
ための調査設計に向け、2020 年度に行われた学生調査の調査項目を概観し、既に把握されていることの観
点を整理し、さらに必要な観点が何かを論じることを目的とした。結果、これらの調査においては、キャンパス
を学生の学習経験を豊かにする環境として位置づける視点、および、学生経験が青年期アイデンティティに
及ぼす影響という視点が看過されていることが明らかとなった。今後、コロナ禍の学生経験の実態を把握す
るために、これらの視点を組み込んだ調査の設計が必要である。
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1．はじめに
1.1．問題と背景
2020 年 4月以降、新型コロナウイルス感染症予防の一
環として、多くの大学がキャンパスの閉鎖、授業のオンライ
ン化、課外活動等の中止などを実施し、学生は通常とは
異なる学生生活を経験することとなった。その後、緊急事
態宣言が解除されると、初中高等学校においては、部活
動などは制限されつつも、対面の授業が再開され、徐々
に通常の学校生活が戻っていった。そんな中、各大学 
は、2020 年 6月5日に文部科学省高等教育局長によっ
て示された通知「大学等における新型コロナウイルス感染
症への対応ガイドラインについて（周知）」（文部科学省，
2020a）を指針に活動レベルを設定し、感染状況の変化に
応じて、対面やキャンパスでの活動を限定したり、緩和する
ようになったが、特に首都圏や大阪などの大都市に立地す
る大学ではキャンパスの閉鎖が長期化した。
この背景には、初中高等学校とは異なり大学ではオンラ
インでの授業実施が可能な環境があったこと、多くの学生
が教室空間に集まり接触を繰り返すキャンパス環境では大
規模クラスターが発生する可能性が高いことだけでなく、危
機感の希薄な若者が感染拡大の要因となっていることを示
唆する報道注1,2にもみられるような若者批判が影響を及ぼし
ていると考えられる。すなわち、大学は若者がさまざまな地
域から多く集まる場所であり、感染症予防を徹底したとしても、

感染リスクをゼロにすることは難しく、対面活動の再開には
さまざまな観点で、慎重にならざるを得ない状況があった。
しかし、一方で、一部のメディアではパソコンに向かい続
ける大学生の日常やアルバイトなどができずに困窮する大学
生の様子などが取り上げられ、大学の対応を非難するような
報道注3も多くみられるようになった。ツイッター上では、7月
に現役大学生らがハッシュタグ「＃大学生の日常も大事だ」 
を拡散、また7月31日には細野豪志衆議院議員がキャン
パスでの活動を再開しない大学は学生の学ぶ機会を奪っ
ていると批判する（細野，2020）など、学生は被害者、
大学は対応ができていないという世論が形成されていったと
言える。
このような状況を受け、文部科学省は2020 年 8月下旬
に全国の国公私立大学および高等専門学校を対象として、
「大学等における後期等の授業の実施方針等に関する調 
査」を実施し、約 8割の大学が対面と遠隔の併用を予
定しており、全ての大学で施設利用を可能にする予定で
あるとの結果が得られていることを公表した（文部科学省，
2020b）。その上で、9月15日には「大学等における本
年度後期等の授業の実施と新型コロナウイルス感染症の
感染防止対策について（周知）」（文部科学省，2020c）
を示すとともに、荻生田前文部科学大臣は全国の大学に、
感染対策を講じた上で対面による授業の再開を繰り返し要
請した（e.g.文部科学省，2020d）。その後、同年 10月には、
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8月の調査で対面授業が半数未満と回答した大学を対象
に再調査を実施し（文部科学省，2020e）、大学名を含め
た結果を公表するとして、対面授業再開に対する方向づ
けを強めていった。
この間、議論の焦点は授業の実施方法にあり、オンライ

ン授業にメリットがあることは指摘されつつも、対面での授
業再開が、コロナ禍の学生が抱える課題を解決する方法
であるかのような論調が強かった。
オンライン授業の有効性や今後の活用について検討す

る論考として、学生調査をレビューしたものがある。山内
（2021）は、オンライン授業の評価として行われた学生調
査から2大学の事例を取り上げ、コロナ禍のオンライン授
業の質保証について考察している。また、伊藤（2021）は、
16の機関で学生や教員を対象に実施されたアンケート調査
をレビューし、①遠隔授業の実施形態、②遠隔授業のメ
リット・デメリット、③遠隔授業に対する学生の満足度、④
遠隔授業の教育効果、⑤コロナ後の遠隔授業継続の希望、
の5つの観点ごとに結果の共通点と相違点をまとめている。
いずれの論考も、学生がコロナ禍のオンライン授業をどのよ
うに評価しているかを整理している点で共通している。その
後、文部科学省が 2021 年 3月に実施した「新型コロナウ
イルス感染症に係る影響を受けた学生等の学生生活に関
する調査」では、オンライン授業に対しては満足に感じる
割合の方が多いという結果が示され（文部科学省，2021）、
結局、授業の実施方法を問題化しすぎだったのではないか
ということが明らかとなった。
キャンパスでの活動の制限、オンライン授業と対面授業
の併用は2021 年 12月段階においても継続しており、学生
にとっては、一時的ではなく長期的な「withコロナ」の大
学生活経験となりつつある。そこで現在問うべきは、このよ
うな長期に渡る経験は、今後の学生生活、あるいは、卒
業後の生活にどのような影響を及ぼす可能性があるのか、
という点なのではないか。ここまで、大学や関連団体等は
現状において学生がどのような課題や困難を抱えているの
かを把握するために学生調査等を実施し、対応を検討する
ことに注力してきたと言える。このような学生調査は、いず
れ、2020 年度を大学生として過ごした世代の経験を示す
貴重なデータになるであろう。その上で、学生が大学生と
して経験していることは多様で、さまざまな観点からのデー
タの収集と検証が必要だと考える。コロナ禍での学生生活
の実態が把握されることで、それ以前の学生生活との比較
や特徴の把握が可能となり、長期的な影響を検討する材
料になり得るからだ。つまり、長期的な影響を検討するため
には、コロナ禍の学生経験の実態を把握するための調査
の設計および実施が必要である。

1.2．本研究の目的
コロナ禍の学生経験を示すデータとして、大学や各種団
体が実施した学生調査を用いることができる。しかし、これ
まで実施されてきた学生調査が、学生経験を把握するの
に十分か検討の必要がある。そこで本稿では、コロナ禍
の学生経験を把握するための調査設計に向け、2020 年
度に行われた学生調査を概観し、既に把握されていること
の観点を整理し、さらに必要な観点が何かを明らかにする
ことを目的とする。
具体的には、コロナ禍初年度にあたる2020 年度に行わ

れた学生調査を概観し、各調査がどのような調査項目で構
成されていたのかを整理する。従って、本稿では各学生
調査の結果ではなく調査項目に着目する。さらに、コロナ禍
の学生経験の把握という目的に着目した場合に他に必要な
観点は何かを論じ、調査設計への道筋を示す。

2．方法
2.1．学生調査の抽出方法
学生調査の抽出にあたり、本稿では広島大学高等教
育研究開発センターのWebサイト「新型コロナウイルスをめ
ぐる大学教育・オンライン、TA授業等に関する調査研究、
取り組みの動向（情報リンク集）」（広島大学高等教育研
究開発センター，2020）を参照し、各機関が実施した学生
調査を収集することとした。本情報リンク集を参照したのは、
国立大学と私立大学の両方の情報が掲載されており、か
つ大学に限らず他の機関の調査も掲載しているためである。
本稿では、2020 年 8月5日更新分から2021 年 6月17日
更新分までの計 17回分を確認し、リンク先の情報を確認
したうえで以下の基準で学生調査を抽出した。（1）実施
時期が 2020 年度である、もしくは2020 年度の授業を対象
にした調査であること。（2）学生を対象とした調査であるこ
と。（3）大学生活やオンライン授業に関する調査であること。
ただし、就職活動状況などの確認が目的の調査は除外し
た。（4）調査概要が明記されていること。（5）質問項目も
しくは質問の趣旨が確認できること。ただし、一部項目しか
公開されていない場合は公開されている項目のみ抽出した。
以上の基準を満たす学生調査を抽出した結果、36 機
関、合計 45 件の調査を抽出することができた（同一機関
が複数回調査を行っていた場合、別調査としてカウントした
ため、機関数と調査数は一致しない）。なお、抽出に際し
て、授業評価アンケートのような定期的に行っている調査は
除外した。ただし、調査項目にコロナ禍の状況を踏まえた
項目を含む調査（e.g. 全国大学生活協同組合連合会）は
除外していない。
また、表 1に各調査主体がどの時期に調査を行ったの
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かを示した。今回抽出した調査は、6月から7月にかけて
行われたものが多く、およそ半分を占める。また、全体とし
て大学が調査主体になっている調査が多く、8割（36 件）
を占める。ただし、この割合は2020 年度に行われた学生
調査全体を代表するものではない。抽出した各調査は付
録に示した。

表 1　調査実施時期と調査主体の数

実施時期 大学 公的・ 
非営利機関 株式会社 合計 割合

4～5月  6 0 1  7 16％
6～7月 20 1 0 21 47％
8～9月  4 0 0  4  9％
10～12月  5 2 1  8 18％
1月以降  1 1 3  5 11％

合計 36 4 5 45 100％

2.2．分析の手順
分析は以下の手順で行った。なお、分析に際しては、

川喜田（1967）のKJ法および佐藤（2008）の帰納的
コーディングと演繹的コーディングを参照した。
1． 各調査の調査項目を抜き出して一覧表にする。調査項
目が独立して記されていない場合は、調査結果から調
査項目もしくは調査項目の趣旨を抜き出した。

2． 抜き出した調査項目が何について尋ねているのかを確認
し、質問趣旨名を付す。

3． 各質問趣旨を確認しながら類似のものをまとめ、それに
カテゴリー名を付す。

4． カテゴリーを概観しそれらを包括するカテゴリー・グループ
を生成した上で、各カテゴリーをカテゴリー・グループに
振り分けていく。振り分け困難なカテゴリーが生じた場合
は、当該データの調査項目と質問趣旨を見返しながらカ
テゴリー名の修正もしくは新たなカテゴリー・グループの
生成を行い、整理を行っていく。

5． カテゴリー・グループをもとに整理した一覧表を作成する。

3．分析の結果
分析の結果、721 項目の調査項目が抽出され、それ

を13のカテゴリー・グループに整理した（表 2参照）。以
下の各節で各カテゴリー・グループを確認していく。その
際、最初に授業関連のカテゴリー・グループを確認し、そ
の後授業外のものを抽出項目の多い順に確認していく。な
お、以下ではカテゴリー・グループを「　」で、各カテゴリー
を【　】で、質問趣旨を〈　〉で示すこととする。

3.1．オンライン授業
まず、最も多くのカテゴリーが含まれる「オンライン授業」
から見ていく。「オンライン授業」には6つのカテゴリーが
ある。すなわち、【受講環境】【履修登録】【授業評価】
【対面との比較】【行動の変化】【その他】である。
【受講環境】とは、オンライン授業の前提である通信環
境や使用機器などの状況を確認する項目である。具体的
には、インターネットへの接続方法や通信速度制限の有無
を確認する〈通信環境〉、通信の良好さや安定性、動画
や音声が途切れないか、LMSへの接続や課題の提出が
できているかなどを確認する〈通信状況〉、オンライン授業
で使用している機器を確認する〈使用機器〉、大学が行っ
ているオンライン環境に関するサポートを利用しているかの
確認〈サポート利用〉、オンライン授業をどこで受けているか
を確認する〈受講場所〉、〈プリンターの有無〉などがあっ
た。【受講環境】は、多くの大学でオンライン授業が開始
された初期の段階である2020 年 4月～6月の調査で多く
使用されていた項目である。これらの項目を通して、大学は
学生の受講環境を把握し、必要に応じて早急な対策を打
つことが求められていたという背景も影響しているだろう。
【履修登録】は、学生の履修状況を確認する項目である。
当該学期にオンライン授業を何コマ登録しているかを確認
する〈履修コマ/科目数〉や、履修しているオンライン授業
の形態を尋ねる〈授業形態〉、〈履修時に重視した点〉を
複数回答可で選択する項目などがあった。
【授業評価】は、オンライン授業を受けている、もしくは
受けた学生が、それをどう評価しているかを確認する項目
である。このカテゴリーは全カテゴリーで最多の197 項目が
含まれていた。まず、使用頻度が高い項目としてはオンライ
ン授業の〈満足度〉と〈理解度〉が挙げられる。両項目
とも特定の科目に絞るのではなく、「オンライン授業全体の」
と尋ねている場合が多かった。また、オンライン授業の形
態別にそれぞれ〈満足度〉と〈理解度〉を尋ねるものや、
前の学期と比較して〈満足度〉の変化を問うものもあった。
それ以外には、オンライン授業の〈良い点〉や〈困ってい
る点〉、〈不安点〉を複数選択可もしくは自由記述で回答さ
せるものも多く見られた。これらの項目を通じて、学生が感
じるオンライン授業のメリットとデメリットを把握し、かつ困って
いる点や不安点を解消するための方法を検討する材料にし
ていたと推察できる。また、授業の方法として〈課題、振
り返り〉があるか、教員からの〈フィードバック〉はあるか、
教員や TA、他の受講生との〈コミュニケーション〉はある
か、などの項目が見られた。他には、授業の〈課題量〉や
〈教員の対応〉など、教員の実践を確認するものと、〈（授
業内の）学習時間〉や〈授業外学習時間〉はどうだった
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表 2　分析の結果一覧
カテゴリー・グループ カテゴリー 質問趣旨
オンライン授業
（373）

受講環境（98） 通信環境、通信状況、使用機器、サポート利用、受講場所、プリンターの有無
履修登録（24） 履修科目数、履修科目の授業形態、履修時に重視した点
授業評価（197） 満足度、理解度、良い点、困っている点、不安点、課題・振り返りの有無、フィードバックの有無、コミュニケーションの有無、

課題量、教員の対応、学習時間、授業外学習時間、受講態度、集中力
対面との比較（45） 理解度、課題量、課題難度、授業進度、授業の情報量、学習時間、学習意欲、集中力、教員への質問のしやすさ、

良い点、不満点
行動の変化（7） 履修登録、受講態度、学習時間、プラスの変化
その他（2） 大学外のオンライン学習経験、目標達成のための直接評価

対面授業（19） 履修状況（4） 履修科目数
通学経験（6） 1週間の通学日数、通学頻度、4月以降初めて登校した時期
授業評価（9） 満足度、理解度、良かったこと、困ったこと、参加意欲

授業全般（39） 履修状況（3） ゼミ所属の有無、直近 1週間の授業形態
学習時間（5） 1科目あたりの学習時間、1日の授業時間
授業結果（4） A評価を修得した単位割合、力が身についたと感じる科目数
オンラインor対面（26） オンラインと対面の適切な割合、自分にあった授業形式、オンライン授業継続意向
授業の開講状況（1） 授業の開講状況

大学生活（67） 大学生活全般（8） 学生生活の満足度、大学で重点を置いていること、コロナ禍での大学生活の変化/困りごと
大学進学（4） 大学の入試種別、大学選択の理由、大学進学に対する自己評価、
退学・休学意向（7） 退学・休学意向の有無、退学・休学の理由、退学・休学を経験した友人の有無
情報確認（4） 大学発信情報の確認方法、大学発信情報の満足度、大学の方針に関する理解度確認
学習支援（2） メンターに助けられたこと、休校中の学習サポート内容
学習経験（8） 学修の充実度、大学での各種学習の有無/満足度/取り組み意向/達成度
課外活動（21） アルバイトの有無/目的/内容/日数/勤務時間/掛け持ちの有無、所属の有無、課外活動参加の満足度、課外活動への不

安
スキル・能力（3） 身につけたい/身につけたスキル能力
キャンパス（5） 自習室の利用頻度、自習室の利用時間、希望した学習環境の有無、大学の施設が使用できることへの満足度、キャンパ

スで大学生らしい生活が送れることの満足度
その他（5） 大学生感覚の有無、学生らしい経験ができないことへの不安、資格・免許取得の不安、学業継続の不安、大学に対する

好意
経済状況（51） 収入状況（16） 主な収入源、大学生活費の収入源、アルバイト収入額、本人収入減の有無/程度/理由、保護者収入の変化、生活費収

入の対策
支出状況（10） 支出の状況、アルバイト代の使途、1ヶ月の支出額、1ヶ月に自由に使える金額、通信環境整備のための経費、半年間での

特別支出、増額/節約したい支出
家計状況（3） 暮らし向きの楽さ、家計の変化の有無、今後の見通し
学費関連（6） 学費の支払者、大学生活費用の支払い方法、家族との経済援助関係、大学教育の価値と授業料の関係、オンライン授

業に対する学費の適切さ
給付金・奨学金（10） 特別定額給付金の使い道、大学からの給付金の有無/金額、学生対象の給付金制度で受給したもの、1年間で受けた経

済的支援、奨学金受給状況/種類、奨学金返還への不安感の有無
経済的不安（4） 経済的不安の有無、今後の収入に対する不安
その他（2） コロナ禍の経済的影響の有無、生育環境の経済的ゆとりの有無

日常生活（38） 生活全般（5） 生活の変化、生活の困り事、楽しさを感じるもの、コロナ禍で新たに取り組んだこと
生活習慣（17） 生活リズム、食生活、睡眠、気分転換の有無、外出の有無、定期的な運動の有無、在宅時の過ごし方
メディア利用（14） SNSの利用経験/目的、インターネット利用の時間/目的、動画の視聴時間、スマホの使用時間
学習時間（2） 大学以外の学習時間、読書時間

人間関係・コミュニ
ケーション（33）

交友関係（11） SNSでの友人数、大学でできた友人数、一生の付き合いになりそうな大学の友人数、オンラインでの友人づくり経験、友人
との出会い、友人関係への不安/悩み

教員との関係（1） 尊敬できる大学教員の数
家族との関係（1） 家族に会えなくて困った
相談相手（9） 相談相手の有無、相談可能な人数、相談相手
コミュニケーション経験（6） 友人/家族/教員とのコミュニケーション
対面コミュニケーション（3） 対面交流の満足度、対面での会話量、人と会う機会
コミュニケーションツール（2）友人とのコミュニケーションツール、媒体ごとの会話人数

基本情報（25） 所属（15） 学年、学部、学科、性別
住まい（10） 現在の住まい、通学時間

健康状態（24） 身体状態（5） 体の調子、身体的な健康状態、身体的疲労の有無、身体的辛さの有無
精神状態（16） 悩み事、精神的疲労の有無、ストレス、イライラ、集中力の欠如、気分の落ち込み、気持ちの変化、楽しめない感覚、孤

独感の有無、緊急事態宣言時の気持ち、悩みの軽減方法の有無
健康状態全般（3） 心身の不調、現在の健康状態

キャリア・進路
（17）

将来の見通し（8） 今後の進路、キャリアや就職への不安/悩み
就職活動（9） 就職活動の不安、内定の有無、就職先選択時の重視項目、インターンシップ参加経験の有無、就職活動におけるSNSの

活用意欲
個人の特性（17） 授業観（8） 講義聴講意向、教員への質問行動、グループワーク参加意向、知識獲得の方法、自身の学習ペース

社会への関心（6） 興味のある社会問題、SDGsの認知度/関心のあるもの、政治への関心、日本の未来への展望
ICT（3） ICTへの興味関心/スキルの有無、プログラミングスキルの有無

コロナ関連（13） 感染不安（7） コロナ感染への不安、コロナ感染の不安を感じる場所
感染予防策（3） コロナ感染予防のための行動、衛生面の配慮
対応策の評価（3） 大学のコロナ対応の評価、政府のコロナ対策の評価

その他（5） 高校の学習経験（2） 高校時の得意/苦手科目、高校時の全国模試の成績
意見要望（2） 国/大学への意見要望
自由記述（1） 自由記述

※括弧内の数字は調査項目数を表す
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か、〈受講態度〉や〈集中力〉はどうだったかなど、学生
の経験を確認するものとがあった。
【対面との比較】は、対面と比較してオンライン授業はど
うだったかを問う項目である。この項目群は、2年生以上に
回答を限定しているところが多かった。〈理解度〉〈課題量〉
〈課題難度〉〈授業進度〉〈授業の情報量〉〈学習時間〉
〈学習意欲〉〈集中力〉〈教員への質問のしやすさ〉など
が、対面と比較してどうだったかを尋ねるもの、そしてオンラ
イン授業の〈良い点〉と〈不満点〉はなにかを尋ねる項目
などが見られた。
【行動の変化】は、オンライン授業になったことで〈履修
登録〉や〈受講態度〉、〈学習時間〉に変化はあったか、
また自身に〈プラスの変化〉はあったかを問う項目である。
【その他】には、上述のカテゴリーに含まれない少数の
項目が含まれる。これまでに〈大学外のオンライン学習経
験〉はあるかを尋ねるもの、当該科目の〈目標達成確認の
ための直接評価〉項目がここに含まれる。

3.2．対面授業
次に、「対面授業」に含まれるのは【履修状況】【通
学経験】【授業評価】の3つのカテゴリーである。
【履修状況】は対面での〈履修科目数〉を確認するも
ので、オンラインでの履修科目数とセットで確認するものもあ
る。【通学経験】は〈1週間の通学日数〉や〈通学頻度〉、
〈4月以降、初めて登校した時期〉を尋ねる項目などから
なる。【授業評価】は「オンライン授業」と同様に、〈満
足度〉〈理解度〉〈良かったこと〉〈困ったこと〉〈参加意
欲〉を尋ねるものである。
これらの項目は「対面授業」が再開された2020 年度
後半に用いられていた点で共通している。しかし、「オンラ
イン授業」に比べ項目自体はかなり少なく、5機関のみが
使用するに留まった。一方、分析の段階で「対面授業」
と「オンライン授業」の結果を比較する機関もあった。

3.3．授業全般
授業に関して、オンラインと対面とを区別せずに尋ねてい

る項目を「授業全般」として抽出した。ここには【履修状
況】【学習時間】【授業結果】【オンラインor対面】【授
業の開講状況】のカテゴリーが含まれる。
【履修状況】には〈ゼミ所属の有無〉〈直近 1週間の
授業形態〉が含まれる。【学習時間】には〈1科目あたり
の学習時間〉や〈1日の授業時間〉が含まれる。【授業
結果】には〈A評価を修得した単位割合〉と〈力が身に
ついたと感じる科目数〉が含まれる。【オンラインor対面】
に含まれるのは、〈オンラインと対面の適切な割合〉〈自分

にあった授業形式〉〈オンライン授業継続意向〉など、オン
ラインと対面の比率に関して今後の希望を尋ねるものが多
い。尋ね方としては、科目全体のオンラインと対面の割合を
尋ねるもの、科目の規模・種類ごとに尋ねるもの、コロナリ
スクの有無に分けて尋ねるもの、そして授業形態を4種類
（対面、リアルタイム、動画配信、教材配信）に分けて
尋ねるものなどがあった。

3.4．大学生活
続いて、カテゴリー・グループ「大学生活」を見てい

く。ここには【大学生活全般】【大学進学】【退学・休学
意向】【情報確認】【学習支援】【学習経験】【課外活
動】【スキル・能力】【キャンパス】【その他】の10のカテ
ゴリーが含まれる。「大学生活」は、「オンライン授業」に
次いで項目数が多くなっているが、「オンライン授業」と違い、
質問趣旨が多岐にわたるため、結果的にカテゴリー数も多
くなっている。
【大学生活全般】は〈学生生活の満足度〉〈大学で重
点を置いていること〉〈コロナ禍での大学生活の変化/困り
ごと〉など、大学生活全般を広く問うものが含まれる。
【大学進学】は〈大学の入試種別〉〈大学選択の理由〉

〈大学進学に対する自己評価〉など、大学に進学した経
緯や理由を問うものが含まれる。
【退学・休学意向】は〈退学・休学意向の有無〉と

〈退学・休学の理由〉を問う項目が含まれる。
【情報確認】は、大学が発信する情報をどのように確認
しているかを問う〈大学発信情報の確認方法〉と、その
内容に対する満足度〈大学発信情報の満足度〉や理解度
〈大学の方針に関する理解度確認〉を問う項目からなる。
【学習支援】は〈メンターに助けられたこと〉と〈休校中
の学習サポート内容〉からなる。授業に関する学習支援で
はなく、広く大学生活の学習支援を問うているのが特徴で
ある。
【学習経験】は〈学修の充実度〉と〈大学での各種学
習の有無/満足度/取り組み意向/達成度〉が含まれる。こ
こでの学習は、授業での正課内学習に限らず研究や自習、
準正課活動や正課外活動、学外での活動などを含んでい
るため、「大学生活」のカテゴリー・グループに含めた。
【課外活動】は、アルバイトに関するものとサークルや
部活動に関するものの2つに大別できる。前者に関しては
〈アルバイトの有無/目的/内容/日数/勤務時間/掛け持ち
の有無〉を尋ねるものであり、後者は〈所属の有無〉〈課
外活動参加の満足度〉〈課外活動への不安〉を尋ねるも
のである。なお、アルバイトの収入に関する項目は、次節の
「経済状況」に含めている。
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【スキル・能力】は、大学生活を通じて〈身につけたい
/身につけたスキル能力〉を複数の項目から選択するように
なっている。
【キャンパス】は〈自習室の利用頻度〉〈自習室の利用
時間〉〈希望した学習環境の有無〉など、大学内の学習
環境を尋ねるものと、〈大学の施設が使用できることへの満
足度〉や〈キャンパスで大学生らしい生活が送れることの
満足度〉など、キャンパスに通うことへの満足度を尋ねるも
のとがある。
【その他】には〈大学生感覚の有無〉〈学生らしい経験
ができないことへの不安〉〈資格・免許取得の不安〉〈学
業継続の不安〉〈大学に対する好意〉が含まれる。

3.5．経済状況
このカテゴリー・グループの中には【収入状況】【支出
状況】【家計状況】【学費関連】【給付金・奨学金】【経
済的不安】【その他】の7つが含まれる。
【収入状況】は、学生本人の収入源について尋ねる

〈主な収入源〉〈大学生活費の収入源〉、本人の収入状
況とその変化について尋ねる〈アルバイト収入額〉〈本人
収入減の有無/程度/理由〉、保護者や家計支持者の収
入変化を尋ねる〈保護者収入の変化〉、収入減への対策
の有無とその内容を尋ねる〈生活費収入の対策〉からなる。
【支出状況】は、支出の状況を尋ねる〈支出の状況〉

〈アルバイト代の使途〉〈1ヶ月の支出額〉〈1ヶ月に自由に
使える金額〉、通常とは異なる出費状況を尋ねる〈通信環
境整備のための経費〉〈半年間での特別支出〉、今後の
支出計画を尋ねる〈増額/節約したい支出〉からなる。
【家計状況】では〈暮らし向きの楽さ〉〈家計の変化の
有無〉〈今後の見通し〉を尋ねている。
【学費関連】では〈学費の支払者〉〈大学生活費用の
支払い方法〉〈家族との経済援助関係〉〈大学教育の価
値と授業料の関係〉〈オンライン授業に対する学費の適切
さ〉を尋ねている。
【給付金・奨学金】では〈特別定額給付金の使い道〉

〈大学からの給付金の有無/金額〉〈学生対象の給付金
制度で受給したもの〉〈1年間で受けた経済的支援〉〈奨
学金受給状況/種類〉〈奨学金返還への不安感の有無〉
を尋ねている。
【経済的不安】は〈経済的不安の有無〉と〈今後の収
入に対する不安〉からなる。
【その他】として〈コロナ禍の経済的影響の有無〉と

〈生育環境の経済的ゆとりの有無〉の項目があった。

3.6．日常生活
ここには【生活全般】【生活習慣】【メディア利用】【学
習時間】の4つが含まれる。
【生活全般】では〈生活の変化〉〈生活の困り事〉〈楽
しさを感じるもの〉〈コロナ禍で新たに取り組んだこと〉を尋
ねている。
【生活習慣】では、規則正しい生活が送れているかや1
日の時間の使い方を確認する〈生活リズム〉、食事の摂取
率や食事の時間帯を問う〈食生活〉、睡眠時間や不眠の
有無を問う〈睡眠〉の他、〈気分転換の有無〉〈外出の
有無〉〈定期的な運動の有無〉〈在宅時の過ごし方〉など
を尋ねている。
【メディア利用】では〈SNSの利用経験/目的〉〈インター
ネット利用の時間/目的〉〈動画の視聴時間〉〈スマホの使
用時間〉などを尋ねている。
【学習時間】では〈大学以外の学習時間〉と〈読書時
間〉を尋ねている。

3.7．人間関係・コミュニケーション
このカテゴリー・グループの中には【交友関係】【教員と
の関係】【家族との関係】【相談相手】【コミュニケーショ
ン経験】【対面コミュニケーション】【コミュニケーションツー
ル】の7つが含まれる。
【交友関係】では、現在の友人の数や友人づくり、友人
との出会いを尋ねる〈SNSでの友人数〉〈大学でできた友
人数〉〈一生の付き合いになりそうな大学の友人数〉〈オン
ラインでの友人づくり経験〉〈友人との出会い〉、交友関係
に関する不安や悩みを尋ねる〈友人関係への不安/悩み〉
などの項目があった。
【教員との関係】には〈尊敬できる大学教員の数〉が、
そして【家族との関係】には〈家族に会えなくて困った〉が、
それぞれ含まれている。
【相談相手】では、悩みや困り事があった時に相談をす
る相手がいるかどうかを問う〈相談相手の有無〉、相談可
能な人数を問う〈相談可能な人数〉、具体的な相談相手
を選択肢から回答する〈相談相手〉の項目があった。
【コミュニケーション経験】には、友人/家族/教員との会
話量やコミュニケーション機会の有無を尋ねる〈友人/家族
/教員とのコミュニケーション〉が含まれる。ただし、このカ
テゴリーでは対面・オンラインを問うていない点で次の【対
面コミュニケーション】と区別できる。
【対面コミュニケーション】では〈対面交流の満足度〉

〈対面での会話量〉〈人と会う機会〉を尋ねており、対面
を強調した調査項目となっている。
【コミュニケーションツール】では〈友人とのコミュニケー
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ションツール〉〈媒体ごとの会話人数〉を確認しており、ツー
ルに着目した調査項目となっている。

3.8．基本情報
ここには【所属】【住まい】の2つが含まれる。
【所属】には〈学年〉〈学部〉〈学科〉〈性別〉が含ま
れる。【住まい】には〈現在の住まい〉〈通学時間〉が含
まれる。
このカテゴリー・グループは、質問紙調査におけるデモグ
ラフィック項目にあたる部分であり、通常はどの調査にも含ま
れている項目である。しかし、今回の分析で本グループの
項目が少なかった（25 件）のは、基本的であるが故にこ
の項目の公開を省略した機関が多かったためだと考えられる。

3.9．健康状態
このカテゴリ・グループの中には【身体状態】【精神状
態】【健康状態全般】の3つが含まれる。
【身体状態】は〈体の調子〉〈身体的な健康状態〉〈身
体的疲労の有無〉〈身体的辛さの有無〉からなる。
【精神状態】は〈悩み事〉〈精神的疲労の有無〉〈ス
トレス〉〈イライラ〉〈集中力の欠如〉〈気分の落ち込み〉
〈気持ちの変化〉〈楽しめない感覚〉〈孤独感の有無〉
〈緊急事態宣言時の気持ち〉〈悩みの軽減方法の有無〉
からなる。
【健康状態全般】は〈心身の不調〉と〈現在の健康状
態〉があり、上記の【身体状態】と【精神状態】を区別
せずに尋ねている項目となる。

3.10．キャリア・進路
ここには【将来の見通し】と【就職活動】の2つが含

まれる。このカテゴリー・グループの項目は大学以外の機関
の使用割合が高いのが特徴である（大学：2、大学以外：
4）。
【将来の見通し】では〈今後の進路〉や〈キャリアや就
職への不安/悩み〉を問うている。【就職活動】では〈就
職活動の不安〉〈内定の有無〉〈就職先選択時の重視項
目〉〈インターンシップ参加経験の有無〉〈就職活動におけ
るSNSの活用意欲〉などを尋ねている。

3.11．個人の特性
ここには【授業観】【社会への関心】【ICT】の3つが
含まれる。
【授業観】は〈講義聴講意向〉〈教員への質問行動〉

〈グループワーク参加意向〉〈知識獲得の方法〉〈自身の
学習ペース〉からなる。【社会への関心】には〈興味のあ

る社会問題〉〈SDGsの認知度/関心のあるもの〉〈政治
への関心〉〈日本の未来への展望〉が含まれる。【ICT】は
〈ICTへの興味関心/スキルの有無〉〈プログラミングスキ
ルの有無〉からなる。
このカテゴリー・グループに含まれる各項目は、他の項目

と併用して分析する、もしくは経年変化を見ることで、コロ
ナ禍の学生の実態を明らかにしようとする項目であると考え
られる。

3.12．コロナ関連
このカテゴリー・グループには【感染不安】【感染予防
策】【対応策の評価】の3つが含まれる。
【感染不安】は〈コロナ感染への不安〉と〈コロナ感染
の不安を感じる場所〉からなり、コロナウイルス感染に対す
る学生の不安を直接確認する項目である。【感染予防策】
には〈コロナ感染予防のための行動〉と〈衛生面の配慮〉
が含まれる。【対応策の評価】は〈大学のコロナ対応の
評価〉と〈政府のコロナ対策の評価〉からなる。

3.13．その他
ここには【高校の学習経験】【意見要望】【自由記述】
の3つが含まれ、他のカテゴリー・グループに含めることが
できなかったカテゴリーが並んでいる。
【高校の学習経験】は〈高校時の得意/苦手科目〉〈高
校時の全国模試の成績〉が、【意見要望】には〈国/大
学への意見要望〉が、【自由記述】には〈自由記述〉が、
それぞれ含まれる。

4．考察
ここまで、大学、大学関係団体、メディア、文部科学
省の実施したアンケートについて、どのようなことを把握しよう
としているのか、という観点から整理してきた。
調査項目としては、オンライン授業実践に関する項目が多

くをしめる。短期間の準備で、キャンパスの閉鎖、オンライ
ン授業の実施が必要となり、大学が授業の成立を優先し
て【受講環境】の把握をしようとしたことは、当然の反応と
言える。前期授業期間中の6月からオンライン授業の〈満
足度〉や〈理解度〉に関する【授業評価】が調査項目と
して表出したことも、大学の授業が成立しているかの確認
と捉えることができる。【対面との比較】、【オンラインor対
面】や【授業観】の項目が含まれていることからは、感染
状況が落ち着きキャンパスでの活動が緩和された際に、学
生と教員の双方に認識されたオンライン授業の有効性をど
のように活かすべきなのか、という課題意識が生まれている
ことがわかる。つまり、オンライン授業に関する調査項目で



京都大学高等教育研究第27号（2021）

―  124  ―

あっても、問題抽出、実態把握、今後の意思決定という
異なる目的のための項目が含まれているといえる。
一方で、学生の経済状況や精神状態、交友関係や教

員との関係を把握しようとする調査項目もみられた。これら
は、コロナ禍の学生経験の実態や支援の必要な領域を模
索する項目とこれまでにも学生調査に含まれていた調査項目
に分けられる。前者は、【身体状態】や【精神状態】の
調査項目が当てはまる。〈身体的辛さの有無〉や〈集中力
の欠如〉〈緊急事態宣言時の気持ち〉〈孤独感〉などに
関するもので、コロナ禍であるが故の項目といえる。後者は、
【収入状況】など経済状況や【学習時間】など日常生活
に関する調査項目で、全国大学生協組合連合会の学生
生活実態調査や日本学生支援機構の学生生活調査結果
等、経年で実施されている調査の項目との類似、重複が
ある。従って、比較を通じてコロナ禍の学生経験の特徴を
把握することも可能である。
調査主体によって調査項目の趣旨が異なることも指摘で

きる。大学が調査主体の場合は、対策の立案と効果検証
に活かそうとする項目が多いのに対して、それ以外の機関
の場合はより広範に大学を横断した学生の実態を捉えようと
している。
では、これらの項目で、コロナ禍の学生経験を十分に把
握できているのであろうか。
大学と学生を対象にした先行研究によると、学生を大学
教育の対象者としてだけではなく、独自の文化（学生文
化）を持ち、さまざまな生き残り戦略を用いて大学内外の
生活を送っている主体的な存在として位置付けた時、学生
にとって大学という場、大学生という時間には多面的な意
味合いがあることが明らかである（e.g. 川島，2006；小方，
2018；武内，2008）。そこで、学習経験の場としての大学、
および、自己形成の場としての大学という視点から、本稿
で対象とした学生調査の調査項目に欠けていると考えられ
る観点を述べる。
学習経験という観点からは、大学は正課の授業だけを
提供すればいいのではなく、図書館や各種学習支援の整
備、ボランティアや留学・インターンシップなどの経験学習の
機会の提供、部活やサークル活動の支援、学寮の設置等
を通じて、学習環境を整え、学生の包括的な学びを後押し
していくことの重要性が指摘されている（e.g. 美馬，2013；
山田，2014；山内ら，2010）。授業で扱われている内容と
その他の場所における活動内容が直接的に結びついてい
るものでないとしても、活動経験から得た課題意識が動機
付けとなって主体的な学びにつながったり、授業で学んだこ
とが活動のきっかけになったりするなど、全体として意義あ
る学習経験を構築している。個々の学生の学びや発達に

対する大学の影響のメカニズムを説明することを目的とする
カレッジ・インパクト研究、関与理論であるエンゲージメント
研究の蓄積からも、学習経験の構築には多要素が絡んで
いることが明らかである（小方，2008）。
しかし、今回のコロナ禍での学生生活においては、包
括的な学習経験の場を提供できない状態である。例えば、
大学教育学会課題研究「大学教育における質的研究の
可能性」グループ（2021）が実施したコロナ禍の学生の
学びについての質的研究においては、大学に入学して友
人関係を築く前にオンラインでの授業実施となり、授業への
取り組み方、自分自身の課題の質などに自信が持てないまま、
一人で学ぶ学生の声が紹介されている。相互の学び合い
や授業を超えた活動との間に起こりうる学びを経験しにくい
ことの影響については、オンライン授業のみに焦点をあてた
調査項目では明らかにすることができないと考える。
大学やキャンパスが大学生にとってどのような役割・機能

を持つかについての議論のもう一つの潮流として、発達心
理学における青年心理の分野がある。大学教育においては、
学生の成長・発達と学びという観点から青年心理学的視
点で行われる研究は多く見られるが（e.g. 溝上，2009）、そ
れらの知見に基づいた取り組みなどは少ないのが現状であ
る。最もオーソドックスに青年心理学的視点から見ると、大
学生は青年期の発達段階にあり、発達課題でもあるアイデ
ンティティ形成の過程にあるといえる。
大学とアイデンティティ形成の関連についてはこれまで、
個人の時間的展望（将来へのイメージ）（e.g. 長峯・外山，
2019）、大学生としての自己観（e.g. 保坂，2015）、大学
での学び（e.g. 畑野・原田，2015）などが関連することが
示されている。なかでも他者や大学との関係（集団への帰
属意識等）は、重要な要素と考えられる。例えば、吉川・
粟村（2014）では、「受容される場所」や「成長できる
場所」を持っているという心理的居場所感がアイデンティ
ティ確立に関係していることを示しており、アイデンティティ
形成における大学生の他者との親密な交流のある場所を
持っているという感覚の重要性が示唆されている。
さらに山田（2018）によれば、近年特に大学教育におけ
るプロセス指標の必要性の高まりに合わさり、学生の経験と
しての学生の成長や学びの視点が重視されるようになって
いる。その中で、学生エンゲージメントという概念が提示さ
れている。この学生エンゲージメントには、学生の発達と学
びを促すための関与には、学生のみならず、大学、教職
員それぞれが払う関与も包含されており、まさに、それらの
相互作用によって学生の成長や学びが促進されることが想
定されている。
これらの知見からは、青年期としての大学生は、大学に
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まつわるさまざまな要素と相互作用しながら、大学を自己形
成の場、時間として経験していることが分かる。つまり、大
学の役割においては、大学生に学習の場を提供することだ
けにとどまらず、さまざまな他者との交流や居場所感を経験
できる場を提供していくことも重要だと考えられる。
このような視点からこのコロナ禍での学生調査をみてみる

と、友人との交流や正課外の活動の有無など表面的な事
象については捉えられているが、それらが深層的にアイデン
ティティ形成に与えている影響についてはほとんど捉えきれ
ていない。もっと言えば、そもそもそれらの経験の中で起こ
る葛藤やそれらを支える居場所感や受容感などは想定もさ
れていない。
コロナ禍での緊急の調査であったということを考えると、
そこまでの内容に踏み込んだ調査は想定できなかったのか
もしれない。しかし、コロナ禍が引き起こした “大学生とし
ての実感的な経験” の不足は今後のアイデンティティ形成
に大きな影響を与えることが考えられる。アイデンティティ形
成という観点からも、長期的なスパンでこの年代の学生を
追っていくような調査も必要かもしれない。

5．おわりに
ここまで、コロナ禍の学生経験を把握するための調査設
計に向け、2020 年度に行われた学生調査を概観し、既に
把握されていることの観点を整理し、さらに必要な観点が
何かを論じてきた。
2020 年度に実施された学生調査からは、キャンパスを
閉鎖した状態で授業を成立させるための問題抽出と実態
把握を目的とした調査項目が多くみられ、一部、今後の
授業方法に関する意思決定に関連する項目が確認された。
授業以外、大学生活全般に関する調査項目には、コロナ
禍に特化した内容の項目と、通常時に実施されている学
生調査と類似した項目がみられた。また、調査主体により、
趣旨が異なることも確認された。
その上で、多面的な意味合いを持つ学生にとって大学と
いう場、大学生という時間という観点から調査項目を概観し
た結果を考察すると、学習経験の場としての大学、自己形
成の場としての大学という視点が欠けていることが確認され
た。コロナ禍の学生経験の長期的な影響について検証す
るための調査項目や調査方法を検討する際には、相互の
学び合いや授業を超えた活動との間に起こりうる学びに関
する項目や、大学での実感的な経験とアイデンティティ形成
に関する項目を含めていく必要があると考える。また、長期
的なスパンでこの世代を追うような調査設計も必要であろう。
今回、分析の対象とした学生調査は、広島大学高等
教育研究開発センターの情報リンク集を参考にしており、本

リンク集が大学教育・オンライン、TA授業等に関する調査
を集めていることから、授業に関する調査項目が多い結果
となった可能性もある。また、学生調査の多くは、個人情
報の観点から、学内限定での実施・公開となっている場
合も多く、網羅的に学生調査を分析することは困難である。
従って、分析対象に偏りがあったことは否めない。
しかし、コロナ禍でのキャンパスの閉鎖、オンライン授業
への移行、学生支援について、国内の大学が一斉に対
応を求められることになったことで、これまでにはない形での
大学間での情報共有が進んだ。例えば、国立情報学研
究所は2020 年 3月末より週 1回から隔週ペースで遠隔授
業や教育 DX等に関する情報共有のためのサイバーシンポ
ジウムを開催し、そこで、さまざまな大学の取り組み事例が
発表されている。各大学が他大学での取り組みを参考にし
ながら、コロナ禍の大学運営に取り組んできた。学生調査
についても、同様のことが言える。調査項目の選定にあたり、
他大学の学生調査を参考にしたであろうことは、想像に難く
なく、実際、多くの共通した項目が確認されている。つまり、
今回対象とした学生調査は、ある程度、国内の大学や関
連団体の観点を代表したものであると考えても差し支えない
だろう。
本稿で明らかにしたことを道筋に、コロナ禍の学生経験

を把握するための調査設計および実施することが、今後の
課題である。
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Designing a student survey to capture student experience during the covid 
pandemic: Overview of the student survey questions conducted in 2020

Katsuhiko Nakanishi, Lisa Katsuma, and Machi Sato
(Center for the Promotion of Excellence in Higher Education, Kyoto University)

Since April 2020, universities had to take challenging decisions to close the campus, shift face-to-face classes 
to online and stop extracurricular activities in order to take account of the health and safety of students and staff. 
Under such circumstances, students have been experiencing disrupted student life over a year. With the prolonged 
“with corona” student experience, the question should be asked as to how these student experiences may affect 
future student life and life after graduation. Therefore, the purpose of this paper is to review the student surveys 
conducted in FY2020 in order to design a survey to understand the student experience during the corona pandemic 
and to identify what further perspectives are needed. As a result, it became clear that the perspectives that position 
the campus as an environment that enriches students’ learning experience, and the perspective of the impact of 
student life on the development of adolescent identity were overlooked in these surveys. In the future, it will be 
necessary to design surveys that incorporate these perspectives in order to gain an enriched understanding of the 
student experience during the pandemic.

Keywords: Student experience during the corona pandemic, student survey
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